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６ イチコの低温処理育苗による新促成作型の開発
と安定多収生 産 技 術 の 雛 ウ

（Ｊノイテコ とよのか′の低温暗黒処理の最適条件と
コ ス ト 低 減 方 法

分類 ①

試験研

究年次 ６３～２年（完了）

Ｌロ Ｂリ

苗を低温処理し、１１月からイチゴ生産を可能にする幾つかの苗低温処理
法の中で、低温暗黒処理法は経済的であるため最も普及が見込Ｉめる。しか
し、この処理法は花芽分化促進効果が不安定である。そのため、安定した
花芽分化促進効果を示し、価格の高い年内収量を従来の１．５倍（約800ｋｇ
/lOa）にまで増大できる最適な低温暗黒処理の条件とコスト低減'の方法を
明らかにする。
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開花揃い株率が９０％以上と高く、年内に安定して１ｔ前後の収量を可
能にする低温暗黒処理法の最適な処理条件を明らかにした。また、低温暗
黒処理におけるコスト低減の方法を明らかにした ｡

（１）低温暗黒処理法としては、１２．５℃の２０日間処理が最も優れ、それ以下
の温度域では花芽分化率が低下し、乱形果が増加する。反対に、１２．５℃
以上では苗が徒長・消耗し、着果数は減少する。

（２）低温暗黒処理では苗質の影響が大きく､出雷・開花を早め年内収量を
高める

要があ
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時期への影響は少ないが、低温暗黒処理では処理後の
て悪くなるので、４枚以上の葉数確保に努める。
の低温処理はポット苗の約３倍の苗数が処理可能で、施
高まる。この処理法では、年内収量はポット苗処理より
形果の発生は少ない ◎

と夜冷短日処理の組合せを行
や

つ と、両施設の利用期間の

用が図れる。処理の組合せは、施設の利用効率及び経済
，１５℃・低温暗黒・７日間十２０℃・夜冷短日・’４日間程度が
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表低温暗黒処理温度と開花株率､着果数
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１０２４１１６９１．３８

②処理期間：８月21日～９月7日

夜冷短日
〃

低温暗黒
〃

１ホ･ﾂﾄ苗｜
|伏せ込み｜

ホ・ツト苗｝
|伏せ込みＩ

雨一雨ＩＦ禰売-m禰認而雨雨宗
第５表低温暗愚処理と夜冷短日処理の組合せと

頂花房の開花及び収量（2年）

２０日間（８月10日～８月30日）の一定。
②低温暗黒処理後に夜冷短日処理を１０℃で行った。
③頂花房開花株率は１１月15日調査。収穫は４月末日まで

果

100１．４６．４３．０９．９４．６８．４
100１．２０．０２．５５．０， ４．０３．８

9５．０１．３５．７３．４１０．９４．
9２．５１

７１０．８

１３．１２．８１１．５４．５９．５

注）①頂花房の開花株率は１１月１５日調査
②前期は２月まで。収穫打ち切りは４月末日。収量は１０ａ当たり。
③伏せ込み：ホ・ﾂﾄの用土を振るい落とした後、ハ､.-ﾐｷﾕﾗｲﾄと上．－ﾄﾓｽとの

等量混合培地に伏せ込む
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１夏期低可温処理栽培技術指針の炎料となる。

２柑;橘等の貯蔵に利用した冷蔵庫使用に当たっては、ｴﾁﾚﾝｶ､､ス障害の発生

防:止に注意する。
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